
(別紙１）

森林総合研究所

１．動物実験等の実施件数等 　　　実施件数合計 8件

動物種 件数 飼養数 動物種 件数 飼養数 動物種 件数 飼養数
フィンレイソンリス 1 6 - 0 0 - 0 0
アカネズミ 1 35
ハタネズミ 1 9
［モルモット］※ 1 ［20］※

［ウサギ］※ 1 ［3］※

［マウス］※ 2 ［100］※

［ラット］※ 1 ［80］※

２．動物実験の主な内容
・フィンレイソンリス（Callosciurus finlaysonii）の色覚認知能力
・野ネズミの野外でのタンニン摂取量解明のための飼育実験
・ハタネズミの樹種嗜好性解明のための飼育実験
・スギパルプ由来セルロースナノファイバーの感作性試験
・スギパルプ由来セルロースナノファイバーの皮膚一次刺激性試験
・急性経口毒性試験（スギパルプ由来セルロースナノファイバー）
・急性経口毒性試験（タケパルプ由来セルロースナノファイバー）
・タケ由来セルロースナノファイバーのラットを用いた90日間反復経口投与毒性試験

［　］※は、委託契約により、外部機関で飼養したものである。

動物実験等の実施状況
(27年度）
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(別紙２）

森林総合研究所

１　所内要領
☑ ａ　指針等に適合した所内要領が定められている
□ ｂ　所内要領は定められているが、改善すべき点がある。

①改善を要する点

②改善の方針、時期等

２　動物実験委員会
☑ ａ　指針等に適合した動物実験委員会が設置されている。
□ ｂ　動物実験委員会が設置されているが、改善すべき点がある。

①改善を要する点

②改善の方針、時期等

３　施設等の維持管理
☑ ａ　施設等は適切に維持管理されている。
□ ｂ　施設等の維持管理に問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

４　動物実験計画書の審査及び実施
☑ ａ　動物実験計画書は、指針等に従って適切に審査、実施されている。。
□ ｂ　動物実験計画書の審査、実施に関して問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

５　動物実験の実施結果報告
☑ ａ　動物実験の実施結果報告と取りまとめた実施状況は適切に理事長へ報告されている。
□ ｂ　動物実験の実施結果の報告に関して問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

６　動物実験の健康及び安全の保持
☑ ａ　飼養保管や輸送において、指針等に定められた実験動物の健康・安全の保持の措置が

　　適切に行われている。
□ ｂ　飼養保管や輸送において、実験動物の健康・安全の保持に関して問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

７　生活環境の保全
☑ ａ　指針等に従い、施設等及びその周辺の生活環境の保全に努めている。

動物実験等に関する自己点検及び評価報告書
(27年度）



□ ｂ　施設等及びその周辺の生活環境の保全に関し問題がある。
①問題点

②改善の方針、時期等

８　人への危害・環境保全上の問題の防止
☑ ａ　指針等に従い、人への危害や環境保全上の問題が適切に防止されている。
□ ｂ　人への危害や環境保全上の問題の防止に関し問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

９　安全管理に注意を要する実験動物（遺伝子組換え動物、感染症等に係る実験等）
☑ ａ　安全管理に注意を要する実験動物について、指針及び関連法案に適合した実施体制が

　　確保され、安全に実験が行われている。
□ ｂ　安全管理に注意を要する実験動物について問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

１０　地震、火災等の緊急時の対応
☑ ａ　緊急事態に備えた措置に関する計画が定められ、緊急時の対応に問題がない。
□ ｂ　緊急事態に対する備え、対応に関して問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

１１　教育訓練
☑ ａ　指針に沿って、教育訓練が実施されている。
□ ｂ　教育訓練が実施されているが、問題がある。

①問題点

②改善の方針、時期等

□ ｃ　必要な教育訓練が実施されていない。
○実施の方針、予定等

□ ｄ　当該年度には、教育訓練が必要な者はいなかったため、実施せず。

１２　総合的な評価
☑ ａ　指針等に基づき適切に実施されている。
□ ｂ　次の点において改善等を行うこと。

○改善点等

動物実験委員会記入欄
☑ ａ　指針等に基づき適切に実施されており、特に改善等の必要はない。
□ ｂ　次の点において改善等を行うこと。

動物実験委員会委員長

平成28年6月6日
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